
令和６年度 京都市予算案 事業概要 

事務事業名 学校トイレ洋式化の加速 

予  算  額 
162,000 千円 

（令和 5 年度 12 月補正予算にも

269,000 千円を計上） 

新規・充実・継続の別 充実 

担  当  課 教育環境整備室（２２２－３７９６） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

生活様式の変化に伴い、児童生徒の家庭では洋式トイレが一般的になるとともに、学校施

設が児童生徒のみならず、地域利用や災害時の避難所となることを踏まえ、トイレ室内の全

面改修※１と個々の便器の改修※２を並行して実施するなど、学校トイレの早期洋式化に努めて

きた。 

その結果、市立学校・幼稚園全体の洋式化率について、令和５年度末の目標としていた「全

校種洋式率６０％」を計画より４年前倒し、令和元年度末に達成（６１．６％）、令和５年度

末には、７０．５％となっている。 

今後、重要な生活空間であるトイレの洋式化を一層加速させるため、特に普通教室付近の

身近なトイレを中心に、洋式トイレを集中整備していく。 

具体的には、令和１０年度までを「集中整備期間」と位置づけ、小・中学校の和式便器のう

ち、「子どもたちの使用頻度が高い、普通教室のある階のトイレ」について、原則、全洋式化

を進める。 

※１「快適トイレ整備」事業として、大便器洋式化、LED化、多目的トイレ設置、配管取替、

床面乾式化などの全面改修を、平成１０年度から実施。 

（過去５年の整備校数） 

年度 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

校数 ２１ １８ １１ ８ ８ 

※２「洋式トイレ整備」事業として、大便器の交換に特化した改修を、平成２５年度から 

実施。 

（過去５年の整備校数） 

年度 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

校数 １ ３ ３ １ ０ 
 

［事業概要］ 

 令和６年度は、既に事業実施が決定しているトイレ整備事業（小・中学校１０校、支援学

校１校）に加え、１０校程度での「洋式トイレ整備」を実施する。 

あわせて、令和７年度以降の工事数拡大に向け、各校トイレの現況を詳細に調査のうえ、

改修計画を立てる。 

 上述内容を踏まえ、整備手法を検討し、令和７年度以降令和１０年度まで、年間２０校程

度の「洋式トイレ整備」を実施していく予定。 

（「快適トイレ整備」も継続して年間１０校程度実施予定） 
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［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

○京都市立学校園の全トイレにおける洋式率推移（各年度末（３月３１日）時点） 

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

５５．０％ ５８．９％ ６１．６％ ６４．３％ ６７．４％ ６９．０％ ７０．５％ 

 

文部科学省「公立学校施設のトイレ状況調査」から 

○京都市と国の洋式率比較（令和５年９月１日時点） 

 小・中学校 幼稚園 特別支援学校 

京都市 ６８．８％ ９０．７％ ８７．５％ 

全 国 ６８．３％ ８２．０％ ８８．４％ 

※幼稚園が洋式化を希望する和便器は、令和４年度に全洋式化完了。総合支援学校が洋式化

を希望する和便器は、令和６年度に全洋式化完了予定。 

 

〇全国の洋式率推移（各年度９月１日時点） 

年度 Ｈ２８ Ｒ２ Ｒ５ 

全国 ４３．３％ ５７．０％ ６８．３％ 

 

○政令市の洋式率（小・中学校） 

川崎市 93.5%① 名古屋市 72.5%⑥ 静岡市 63.5%⑪ 仙台市 56.2%⑯ 

神戸市 84.0%② 福岡市 71.6%⑦ 北九州市 62.6%⑫ 浜松市 53.1%⑰ 

横浜市 83.8%③ 新潟市 69.4%⑧ 札幌市 60.9%⑬ 岡山市 51.1%⑱ 

千葉市 82.8%④ 広島市 69.2%⑨ 相模原市 59.0%⑭ 熊本市 48.8%⑲ 

さいたま市 75.2%⑤ 京都市 68.8%⑩ 大阪市 56.7%⑮ 堺市 43.2%⑳ 

※ 〇数字は順位 
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